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ASTRO-H衛星搭載軟ガンマ線検出器 (SGD)のセンサー部 (SGD-S)1台は、3つのコンプトンカメラを 1組と
する主検出部と、25本の BGOアクティブシールドなどから構成される。主検出部ではコンプトン運動学を用い
て到来方向に強い制限を与え、アクティブシールドとの反同時計数機能によりバックグラウンドを除去する。
軌道上の環境での動作チェック、および、−20◦C程度での長期動作確認や性能評価のために、2014年 11月–2015

年 1月にかけて、SGD2台について空気中での低温動作試験と真空中での熱真空試験を行っているところである。
これらの試験は初めて衛星搭載品である SGD-Sを用いた試験であり、信号処理回路も前段部は搭載品を用いて
行っている。低温試験は約 1週間かけて行い、回路パラメータの最適化、各種線源によるエネルギーキャル、バッ
クグラウンド取得、軌道上オペレーション模擬を行った。熱真空試験では、軌道上での熱入力出力を模擬した熱
バランス試験も兼ねている。本講演では、これらの試験データを用いて、長期ライトカーブ、データレート、フ
ラグ情報のパターン、バックグラウンド除去、トリガーレベルなどを調べ、搭載品の動作検証をどのように行っ
たのかを中心に報告する。


